
静
岡
・
城
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
浜
名
郡
可
美
村
阿
原

・
川
北

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
一
月
を
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
可
美
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
下
　
晃
、
辰
巳
　
均

５
　
遺
跡
の
種
類
　
地
方
官
衝
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
を

一
四
世
紀

７
　
塩退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

城
山
遺
跡
は
、
伊
場
遺
跡
の
北
西
約
二
五
〇

ｍ
に
位
置
す
る
。
遺
跡
は

一
九

四
九
年
に
国
学
院
大
学
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、
多
数
の
墨
書
土
器
、
施
釉
陶
器
、

富
寿
神
宝
等
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
官
衛
跡
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

一
九
七
七
年
に
な
っ
て
、
遺
跡

一
帯
に
造
成
計
画
が
起

っ
た
た
め
、
可
美
村

教
育
委
員
会
の
要
請
に
よ
り
浜
松
市
博
物
館
が
範
囲
確
認
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
木
簡
、
墨
書
土
器
、
陶
枕

（唐
三
彩
）
等
、　
注
目
す
べ
き
資
料
が
数
多

く
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
遺
跡
は
中
間
部
分
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
出
土

遺
物

。
立
地
等
か
ら
見
て
、
伊
場
遺
跡
と
は
一
連
の
遺
跡
と
考
え
る
こ
と
が
可

能
と
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で

一
九
七
九
年
度
か
ら
ニ
カ
年
継
続
で
、
開
発
予
定
地
五
〇
〇
〇
ド
を

対
象
と
し
た
本
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、初
年
度
の
今
年
は
、遺
構
の

存
在
が
予
想
さ
れ
た
北
側
部
分

一
六
〇
〇
ゴ
に
つ
い
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

遺
構
は
、
調
査
区
北
側
部
分
に
お
い
て
、
官
衝
中
心
部
の
東
南
部
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
る
高
さ
三
〇

釦
ほ
ど
の
基
壇
状
を
し
た
整
地
面
が
検
出
さ
れ
た
。
遺

構
全
体
の
形
状
は
遺
構
の
大
部
分
が
未
調
査
区
に
入

っ
て
し
ま
う
た
め
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
調
査
区
内
で
は
、
東
南
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
た
る
部
分
と
南
縁
を

約
四
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
確
認
し
た
。
こ
の
基
壇
状
を
し
た
整
地
面
の
造
成
年
代

は
奈
良
時
代
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
面
か
ら
は
平
安
時
代
前
半
の

土
羨
が

一
カ
所
認
め
ら
れ
た
だ
け
で
、
奈
良
時
代
の
建
物
跡
な
ど
は
検
出
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
整
地
層
の
南
縁
か
ら
約
二
ｍ
南
に
、
南
縁
と
は
ぼ
並

行
し
て
、
約
五
〇

伽
間
隔
で
並
ぶ
杭
列
が
あ
り
、
整
地
層
東
南
隅
に
あ
た
る
場

所
に
も
杭
の
密
集
部
分
が
認
め
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
整
地
層
に
伴
う
遺
構
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
存
在
が
注
目
さ
れ
た
。

木
簡
の
大
半
は
こ
の
整
地
層
の
南
縁
斜
面
か
ら
出
上
し
た
。
調
査
区
南
側

一

帯
は
車
灰
層
や
泥
炭
層
が
堆
積
す
る
低
湿
地
で
、
こ
こ
か
ら
は
木
簡
と
と
も
に
、

奈
良
時
代
中
葉
か
ら
平
安
時
代
中
頃
に
か
け
て
の
須
恵
器
、
土
師
器
、
墨
書
土

器

（
二
〇
〇
点
余
）、
緑
釉
陶
器
、
灰
釉
陶
器
、
唐
三
彩

（陶
枕
三
個
体
分
）、
陶

馬
、
土
馬
、
円
面
硯
、
平
瓦
、
釦
製
壺
鐙
、
木
製
品

（斎
串
、
舟
形
木
製
品
、
馬

形
木
製
品
、
火
切
り
日
、
曲
物
、
下
駄
、
大
足
）
な
ど
、
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
た

が
、
い
ず
れ
も
整
地
面
か
ら
投
棄
さ
れ
た
状
態
を
示
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の

低
湿
地
の
堆
積
土
は
数
層
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
木
簡
は
お
お
む
ね
奈
良
時
代

中
葉
ｉ
後
半
の
遺
物
を
伴
う
層
中
か
ら
出
上
し
た
。
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な
お

深
さ
○

と

と

も

８
　
木

14) (3) (2)

、
中
世
の
遺
構
と
し
て
、
調
査
区
北
側
を
東
西
方
向
に
横
切
る
幅
四
ｍ
、

。
八
ｍ
の
濤
が
あ
り
、
こ
の
濤
内
か
ら
も
漆
器
椀
や
常
滑
焼
の
甕
な
ど

に
木
筒
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。

簡
の
釈
文

。
内
容

〔五
十
と

「京
田
□
□
×

【日
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｐ
Ｏ
Ｏ
）
Ｘ
（
中
∞
）
×
伽
　
〇
牌
Φ

〔平
ヵ
Ｘ
年
ヵ
〕

×
□

四

□

六

月

二

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
慈

）
赴

算

∞

霞

〔衣
力
〕

□
御
回
二
具
〔廣
力
〕

□
□
□
□
□

③
　
「中
寸
軽
部
大
知
」

〔五
四
ヵ
〕

⑥
　
×
□
論
□
×

⑦
。
「□
　
□
〔天
ヵ
〕

□
□
網
攻
天
天
天
天
□
×

□

・
ズ
絵
話
‐――‐
‐――‐
‐‐‐‐Ш
（絵
）
×

〔召
力
〕

③
　

□
□
□
□

⑥
　
尚
尚
尚酪
剛□
鯨惣

〔郡
力
〕

⑩
・
×
□
京
□
□
×

・
×
□
回

五
月

□

□
×

〔岡
臣
力
〕

可
□
□
□
□
□
」

×
口
□
　
　
　
」

□甲

〔裕
十

二

束
己
〔下
≧

　
　
　

〔裕
と

〔束
と

二
束
又
十
二
束
子
太
□
□
□
□
又
□
□
束
乎
太
□
□
□
□
□
又
国
□

□

□
醒
地
又
十
二
束
乎
太酪
配
日
□〔酔
酎
剛
酢
配
回
□
□
□
□
□
．醜
配

④
　
×
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醜
即
卜
□
□
同
日
日
日

日
日
日
Ш
』

『
□
□
□
□
□
□
□
□
　
一

「　
　
　
目
口
□
　
口
□
日
削
難
キ
霊
ロ
オ

〔束
と

〔束

又

下
と

×
□
□
□
□
国
十
二
束
□
□
□
□
□
□
又
□
□
束
□
□
＝

』

×
　
『
［‐‐‐‐日‐‐‐‐‐―‐―日‐‐‐‐‐‐―‐―‐日‐‐‐‐‐‐―‐日日

（〇
〇
）
×
（や
Ｐ）
×
∞　　〇∞
ド

（
μ岸∞
）
×
（ф卜
）
Ｘ
∞
　
〇
∞μ

（∞
μ枷
）
×
（
μ∞
）
Ｘ
］
　
Ｏ
μΦ

（∞
μΦ）
Ｘ
（
μＯ）
Ｘ
］
　
〇∞
ド

（
�Ｎや
）
×
（
｝∞
）
×
や
　
Φ
μΦ

（
μＯ
〕）
×
μΦ
×
∞

（
］中）
×
（
μＯ
）
×
（〇
・伽）

（
μヽ
μ）
×
や〇
×
囀　　Ｏ
μΦ

（
μ］〇
）
×
］〇
×
∞

（Ｐ∞ヽ
）
×
（卜
Φ）
×
∞

（μＯむ
）
×
∞∞
×
ω　　Ｏ∞μ

Ｏ
μ
牌
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⑭
　
「日
日
日
Ｈ
日
□
□
□
□
　
開
‐―――
一
開‐‐――
呻

「若
倭
マ醜
町
れ

□
□
□
□
×

□
寺
寺

天
平
五
年
×

「須
留
賣
　
須
×

「月
生
二
日
家
度
稲
船
□
口
…
…
」
酢
剛
」

随

瞭

略
毬

許
￥

掃

健

騨
〕

�
翌
率
業
日
＋

７
咽
田
評
軍
日
γ
＋

〔
効

「

豆

留

日

Ｙ
＋

鬱

　

　

］露

露

ご

Ｅ

⑬

×
□
七
束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
Φ∀
（ё
入
じ

３
】

②
。
「日
回
　
口
Ｈ
日
□
　
贄
代
□
国
」

。「□
．印
配
□
□
　
　
　
　
　
　
」　
　
　
　
　
μ∞冤
卜露
伽
墓

城
山
遺
跡
か
ら
は
、
今
回
の
調
査
で
出
上
し
た
三
四
点
を
加
え
、
こ
れ
ま
で

に
二
九
点
の
木
筒
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
前
回
の
調
査
で
出
土
し
た
五

点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

『
木
簡
研
究
』
創
刊
号
で
紹
介
し
た
。
今
回
出
土
の

木
簡
で
は
、
具
注
暦
木
簡
や
月
生
木
簡
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
年
紀
、

地
名
、
人
名
、
奴
量
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
木
簡
も
遺
跡
の
性
格
、
年
代
等
を
知

る
う
え
で
大
き
な
手
懸
り
と
な
り
う
る
。

な
お
、
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
調
査
が
現
在
継
続
中
の
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
資
料
の
整
理
、
検
討
も
充
分
で
な
い
の
で
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
た
い
。

同
日
日
日
川
日
日
日

日
日
日
日
日
日
日
」
．
―
国

□
回
〔酢
酢
〔醒
酸
酔
郎
宮
〔即
ヵ
東
酔
郎
丁
癸
　
人
道
〔酢
が
辛

７
調
ヨ
ギ
ゴ
ロ
孝
劫
Ｔ
剥
掴
認
堅
町
逓
勲
軍
喜
口
Ｘ
彰
翠

潤
姐
屯

早
孝
覇
功
亀
幹
評
盪
留
笙
鬱
翠

の
　
一酔
留
郡
敷
欲
即
郎
　
　
　
　
　
醜
乾

「中〔耐
手
国
×

若
倭
マ
石
平
七
十
文
．略
Ч

目目写
□□
u

『□
□
留
　
冒
』

（
μＯ∞
）
Ｘ
やヽ
×
卜　　〇
滓Φ

（『卜
）
Ｘ
（
μＮ
）
Ｘ
”　　〇∞
ド

（『Ｎ
）
×
』∞
×
∞　　〇
∞μ

（
μや卜
）
Ｘ
（中］
）
×
（”
）
　
Ｏ
μΦ

（
μ伽ヽ
十
μ⇔∞
）
Ｘ
μΦ
Ｘ
∞
　
〇
枷牌

（］『
⇔）
×
∞∞
Ｘ
⇔　　〇
解Φ

（驚
十
ぷ
）
×
】
ｘ
卜

ｏ驚

（
ＷΦ∞）
×
やや
Ｘ
ω　　Ｏ
牌Φ
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９
　
関
係
文
献

卵
鐸
鵬
漱
辞
晰
　
『
伊
場
遺
跡
―
西
遠
地
方
に
於
け
る
低
地
性

遺
跡
の
研
究
―
』
（浜
松
市
）

剖
荼
部
勲
　

『
浜
名
郡
可
美
村
城
山
遺
跡
範
囲
確
認
調
査
概
報
』一
九
七
八
年

（辰
巳
　
均
）

埼
玉
。
新
倉
館
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
村
大
字
南
十
条
字
新
倉

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
十

一
月
ｉ

一
九
七
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
美
里
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
谷
浩
之

。
岡
本
幸
男

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
迫還
跡
の
時
代
　
室
町
時
代

７
　
違退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
倉
館
は
構
造
改
善
事
業
に
伴
う
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
館
で
あ
り
、

本
館
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、

『
埼
玉
の
城
館
跡
』
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
伝
承
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
屋
敷
が
存
在
し
て
い
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

館
は
標
高
七
六
メ
ー
ト
ル
程
の
平
坦
地
に
位
置
し
、
周
辺
は
畑
と
水
田
で
あ

り
、
た
ま
た
ま
内
堀
の
部
分
が
方
形
に
水
田
と
し
て
残

っ
て
い
た
た
め
、
分
布

調
査
の
際
に
注
目
し
た
の
が
発
端
で
あ
る
。

館
の
存
在
す
る
こ
の
地
域
は
、
当
初
の
計
画
で
は
削
平
す
る
予
定
で
あ

っ
た

が
、
館
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、　
一
部
を
調
査
し
て
保
存
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
外
堀
を
含
め
た
館
の
規
模
は
、
東
西

一
二
〇

メ
ー
ト
ル
、

城山遺跡木簡出土地点図

一
九
五
三
年


